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CD　O．002／e／o　ATP　；　2　vol．　of　O．’1％　water　soln．　of　ATP＋9S　vol．　of
O．5MKCI　tz“，　Myosin　O．5　M　KCI　soln．　〈z’mg／ml）　（｝D　3　vol．　of
O．1％e　ATP＋97　vol．　of　myosin　O．5　M　KCI　soln．　CD　Superposi－
tion　3／2　of　（D　and　＠，
を二二せしめる。Buchthal”）は実際myosinを：ATP
処理することによりnucleotideが吸落することを
化学的分析法によって見ている。
　3＞　Actomyosin：別々に二精製したF－actinと
myosh1を混ぜることによって得られるactomyosin
の吸牧スペクトルは両者の重ね合せ操作で犯られ
るものと殆ど一致する（Fig・　1曲線③）。ただ235
mμ以下で幾分吸牧大になっている様であるが，
このあたりから以下の短波長ではこれ等蛋自の吸
牧が急激に大となりOptical　densityを廣範囲にと
4）　Laki，　K　＆　Clark．　A．　M．　：　J．　Bi61．　Chem．，　191，　599
　（1951）．　．
5）　Buchthal：　Nature，　162，　965　（1948）．
226 寺山一筋肉椿成蛋白質とATPとの反謄． ネL幌医誌　1952
れなV・我々のSp『kker鶉眞法では余りはっきPし
た事はいえなV・。Gerend巨s　and　Szarvasの実験
の詳細を知り得ないが，彼等のいうごとく，明確
にactln，　myosinの重ね合せと異なるというのは，
蛋白特有の吸牧帯である260～280mμに変化があ
ることと考えられる。即ちこの結合がかなりactin，
myosinのtyrosin，　tryptophanの墨香岬町の電子
欺態に変化を來すものでなければならない。我々
の．実二二・果はその様な結合の存在を：否定するもの
である。
　4）ATP－myosln：MyosinにATPを入れたも　　　　　，．のの吸牧ぽFig．　2’の如くATPのみの吸牧と，
myosinのみの吸牧の重ね合わせの吸牧を示す。
これもRavikovich等の結果とは合わないのであ
るが，彼等の條件に合わせるべく，液暦の厚ざを
2mmに：してATP濃魔を。・5　mg／cc以上の高濃
度にして，やって見たが，やはり結果は同様であ
った。RavikovichのV・う264　mμ4）新吸丸帯の温
温はATPの分解と共に消失する可逆的なもので
あるのでこれを時間的に追跡する必要がある。そ
れでHilger　Illヒの波長分光器をJlj　v，，253，265，275
mμの吸牧を：二次電子増倍型光電管によって追跡
したが，実験誤差を越える変化を認めることが出
來なかった。むしろtれ等波長の吸牧が㍉バタれも
わすかつつ増加する傾向を見たが，これは紫外線
照射による縫化と老’えられるe）。
　最近Tarrer　and　Morales7，はξ晃々とは独立にRavi－
kovich等の結果を再現出血なかったことを述べて
いる。しかしdeaminase作川によ’る非可逆的な変
化及びTarrerand　MoralesのCa’卜＋存在下におけ
る藩い可逆的な案化ぽ考えられることで・今後方
法の改善を行〉・研究しよ．うと考えてV・る。
結　　論
　1）Szent一一Gy5rgyiの方法に：て精製したactinは、
266，myoslnは276　mμに吸牧極大をもつ，これが
一般蛋白の吸牧極大280　mXlと異なるのはadenine
及びinosine　nucleotideが含イ∫されている爲めと考
えられる。
　2）Actomyosinの吸牧は235　mμ以下で幾分
actin，　myosinの重ね合わせよりも高い様であるが
大休におV・て，両者の重ね合せと考．えられる吸牧
ilh線を得た。
　3）ATP・・myosinは両者の重ね合わせの吸盤ス
ペクトルを得た。
　　　　　　　　　　　　　　　（27．12．ユ8受付）
Su皿mary
　　1）　F－act｛n　prepared　by　Guba　and　Szent－Gy（’；・rgyi’s　method　have　a，　n　absorption　maximum　at
’　2｛56’　mxi，　with　crystatline　myos｛n　at　276　mpe，　whdre　as　the　u＄ual　protein　absorption　m：ximum　is
at　280　m／．el
　　This　d｛fferenee　．rnay　be　attributed　to　the　presence　of　adenine　and　inosine　mucleotide　in　the
former．
　　2）　The　UV　spectrum　bf　mixed　solution　of　myosin　and　actin　are　obtainable　by　superposition
of　the　individual　curves，　but　a’slight　shift　at　‘9J53’　mke　was　noted・
　　3）　ATP－myosin：　The　reversible　ultraviolet　shifts　reported　by　Ravikovich　et　al．　were　not
to　be　observed，　however　we　have　found　a　superpos｛tion・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Received　Dec．　IS，　195P一）
6）Mc　Lean，　D．　J．＆Giese，　A．　C，：工BioL　Cbem．，187，
　537　0950）．
7）　Taver 　E．　＆　Morales，　M．　F．：　J．　Cell．　Comp．
　Physiol．，　37，　235　〈1951）．
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Photo．　5 ATP－myosin
